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Abstract
　 A　pictogra皿　is　a　type　of 　graphic　sy皿bol；　it　is　a　sy 血bol　which 　makes 　peoples　understand 　its　meaning 　t rough　use
of 　a　fGr阻　expressing 　itsmeal亘ng．　Graphic　sy曲 ols 　are 　called 　

”
Zu−kigo

”
　in　Japan，　The　International　Standardization

Org跏 ization　 co   ittee　in　Japan　has　translated 　this　to
” Zu−kigo”

（picture　symbQl ）and 　is　using 　it　 as　 officiai

terminology．　τhat　is　wh γ　the　pictogra 血　is　a　type　of 　picture　sy殖bol．　The　feature　of 　the　pictogra 皿　is　its　
”
ttans一

皿ission　 effect 　 can 　be　 understood 　imme（1iately　and 　internationally 　witho 騰t　prior　 study ，　
”

The　Japanese　 translation

of 　pictogram 　is　
”
ermoji

”
　（picture 　word ＞　or 　

”
e−kotoba

”
　（picture　language），

　 This　pictogram　plan　was 　designed　for　Fukushima　Natior旧 1　CoUege　of　Technologゾs　large　campus 　and 　various 　build
−

ings，　welcomes 　visitors 　other 　than　students ．　We　propose　the　use 　of 　origina1 　皿vany 　pictograms　and 　ma 〔】e 　a 　guidebook

（as 　example 　of 　using 　Pictogra 皿）　for　the　tool　that　皿akes 　use 　this　public　estab 互ishment　easily ．

1．　 は じめ に 2．ピク トグラ 厶 の 歴史

　情報技術が 急速 に 進み ， 国 際間 との 情報 交換が 日

常化 して い る 現代社会で あ る が，国際交流 の 障壁 で

あ る異 言 語 の 問 題 は ，未 だ に解決 で き て い ない の が

現状 の よ うで あ る。

　そ の
一

つ の 解決策 と して ，グラ フ ィ ッ ク ・シ ン ボ

ル （ピク トグ ラ ム ＝図記号 ・絵文 字）が 挙 げ られ る

が，すで に 世界 中の 国が，人 々 の 集 ま る 空 港 ・鉄 道

を始 め とす る様 々 な施設 に，「サイ ン 」 とし て の ピ

ク トグ ラ ム を 取 り入 れ て か ら，半世 紀以 上 が過 ぎて

い る。各 国独 自の 工 夫 を こ ら し た デ ザ イ ン の，ピ ク

トグラ ム は，誰 もが 公 共 の 場 や 日常生 活 の 揚 で 必 ず

目に し，言 語 の 知識 が な くて も，そ の 誘導に 従 っ て

目的の 場所に 到 達で き ， ま たは 目的物 が入 手 で きる

ガ イ ドの 役割を果 た して い る。

　上 記 の ピ ク トグ ラム を，福島工 業高等専門学校 （

以 下福島高専）内 の 施設に 取 り入 れ て ，福島高専 を

訪れ た 人 々 に 案内表示 が で きれば，との 願 い か ら学

校 内 に配置す るプ ラ ン を考 え，そ の ピ ク トグラ ム の

デザイ ン を制作，校内 施 設 案内 の 「サ イ ン 」 と し て

の 役割 を果た す 「かた ち1 に仕上 げた 。 本稿で は，

そ の 制 作 工 程 も，併せ て 紹介 した い 。

　古代 の 文字は もの （自然や，人 の 手 に よる 造型物）

の 形 状 か ら派 生 し た象形文 字で あ っ た。フ ラン ス ，

ラ ス コ
ー

で 発見 され た洞窟壁 画，エ ジ プ ト文 明 が 生

み 出 した文 字で あ る ヒ エ ロ グ リフ，黄河文明 に 見 ら

れ る 甲骨文 字，メ ソポ タ ミア 文 明 に 見 られ る粘 土 板

に 印され た刻印や楔形文字，イ ン ド北西部の ジプ シ

ー
が使用 す る ホ ボサイ ン ，中南米の マ ヤ 族 が残 した

絵文字，所有印 と して の 師章 （ブラ ン ド） に始 ま っ

た紋章や 日本独 自に発展 した家紋，年中行事 の 手引

き と し て の 天 体図，暦 ，街道 の 案 内標 識 等 が，次々 と

出 現 した （1）（3）。

　 ピ ク トグ ラ ム は以 上 の よ うに，世 界 の それ ぞれ の

地域で ，長 い 時間を経て 発達 し，浸透 して い っ た 。

1881年，パ リで 初 めて の 国際会議 が 開催 され，電気

学者達に よ っ て ，「電 気 の 図 表 と ， 装置設 計 図 に用

い る国際的な図解記号3 の 統
一

を図る こ とが，話 し

合 わ れ た。1920 年 代，オ ッ トー・ノ イ ラートに よ っ

て 考案された 社会統計を表すア イ ソ タイ プ が，市民

教 育 の 手 段 と して 使 用 され，国際 社会 へ の 応用 の 可

能性を示 した 。 彼は視覚教育 に も言及 し，「単純化

され た絵 は，偏 見 な しに 情報を運 ぶ」 （2）と述べ た。

　 1941年，国連に より国際交通標識 の 提案 が され，

＊ 　 福 島工 業高等専門 学校 　コ ミュニ ケ
ー

シ ョ ン情 報学科 　 （い わき市 平上 荒川字長尾30）
＊＊　福 島工 業高等専 門学校　 コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン情 報学科 　卒業生
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交 通 に 関 す る 国 際 統
一

の 方 法 に，ピ ク トグ ラ ム を用い

て
，各 国の 言 語 を補助的 に 取 り入れ る事を推薦，普及

されて い っ た。そ の 後．国際鉄道連盟 （UIC），国際航

空輸送協会 （1ATA），国際民間航空機構 （ICAO）等の

国際的な機 関 が，次々 とピ ク トグ ラ ム を用 い た 統
一

を

行 っ た 。 1986年 、国際標準化機構4nternationaI

Organization　for　Standardization　（ISO）　｝ま．巨…i醇祭
規 格 の ピ ク トグ ラ ム 32種 を制定 し た。1964年 ， 日本の

東京 オ リン ピ ッ ク組織委員会 は，世 界 に 向けた ピ ク ト

グラム の デザイ ン懇談会 で，勝美勝 の 提案 に よ る視覚

言語を重要視す る ポ リシーの も とに，東京 五輪マ
ーク，

競技場別 色彩，競技 シ ン ボル ，施設 シ ン ボル 等，60点の

ピ ク トグ ラ ム を表 示 した
。

こ れ らの ピ ク トグ ラ ム は，

視覚 コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン メ デ ィ ア と して 活 用 され，各

国関係者 に 大 きな影響 を与 え た。ま た 同年．国 際 グ ラ

フ ィ ッ ク ・デザイ ナー連盟 （ICOGRADA）は，チ ュ
ーリ

ッ ヒ で 「国際サ イ ン ・シ ン ボ ル 計画 」 の 推進 を 決議

した （3）。 以後 ，
ピ ク トグ ラム は 世界中の 国々 で 評価，

採用され，発 展 して き た。

3．ピク トグラ ム （PiGtogram＞

　2を経過 した 現代 の ピク トグ ラ ム は 「グ ラ フ ィ ッ ク

・シ ン ボ ル の 典型で あ り，意味す る もの の 形状 を使 っ

て ， そ の 意味概念 を理解させ る記 号 G （3＞で あ る と し，

日本語 で は 「絵 こ とば，図記号」 と呼 ばれ る に 至 っ た。

また ， 筆者に よる マ ーク分類 で は，具象図形型 ，及び 具

象図形型 ＋抽象図形型に分類 され，少数だ が 具象図形

型＋文 字型 ，具 象図 形 型 ＋文字 型 ＋抽 象 図 形 型 （4＞も見 る

こ とが で きる。

　 ピ ク トグ ラ ム は 具 体的 な 絵 に 描か れた もの を代表

とす るが，抽象化され た記号，さら に解釈 を広げた ア

ル フ ァ ベ ッ トを含む 文 字 まで を対象 とす る 場合もあ

り，そ の 目的 は 「一目で ，そ の 意味 が認識され る よ う

計画，視覚的に デザイ ン され た 表示 物」 とい え よ う。

例 え ば公 共 施 設 の サ イ ン，地 図に 表示 され る 記号，家

電 製 品 に表 示 され る操作 記 号 ， 製図 記 号 ，東西 の 家紋 ，

オ リン ピ ッ ク，万 博，企業，自治体の トレ ードマ
ー

ク．

食品や製品の 安全表示，家電の 操作パ ネル 表示 等．様

々 な分野 に活 用 され，H 々 生産 され て い る 。

　 上記 の ピク トグ ラ ム は 「事前 の 学習 が な くて も，ど

ん な国際的な場 で あっ て も，即時に 視覚的に 理 解され，

伝達効果 の あ る か た ちJ と定義 され る。さらに，直接

的 ・行 動 的 な シ グナ ル と， 思惟 的 ・
観念 的 な シ ン ボ ル

に分 け る事 が で き，こ の 分割され た 概念 を 融 合 させ た

か た ち を ま と め て，ピ ク トグラム と呼 ばれ て い る 。

従 っ て ピ ク トグ ラム は 誰に で も分 か りやす く，使い

やす く ，伝 わ りや す い 視覚情報 と言 え よ う。

4．福島高専の 施設

　福島高専は，敷地 面積 105，428  ，建築面積 13，832

  （延べ 面積 29，884  ）を占有 し，管理 棟，高学年

棟 ，低学年棟，機械 工 学科棟，電気工 学科棟，物質 工

学科棟，建 設環境 工 学科棟，コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 椿

報 学科棟，情報 処 理 教 育セ ン ター，環境 科 学教育研

究セ ン ター，図書館，実習工 場，第一，第二 体育館，プ
ー

ル ，磐 陽会館，磐 陽 寮 等20以 土 の 施設 が建 ち 並 ぶ。

福島高専に 初め て 訪れた 学生，保護者，一般 の 人 々 ，

教育関係者，企業関係者が校内施設 に訪れ た時 に迷

うの は 当 然で，施 設 の 案 内表示 な くて は 目的 の 施設

に到達するの は 不可能で ある。

　授 業 で 使 用 す る施 設は 勿 論，授 業以外 で も必 要 と

され る もの が校内案内図で あ り．各施設 内を さらに

細 か く紹 介 した 各棟案内 図が，必 要で あろ う。 福島

高専 は，今年度か ら独 立行政法人 国 立高等専門機構

とな り，そ の 将 来 計画 に も地 域 との 連 携 を強 め，一

般 の 人々 に も福島高専施 設の 解放 と利用を．積極的

に行 う事を目標 に して い る。こ の 機に，ピ ク トグラ

ム を活 用 した サ イ ン が そ の
一

助 に な れ ば，との 願 い

を込 めて 捌作 に あた っ た。

5．施設分類とピク トグラ ム の 設定

5−1．学 内施 設図 （5） か ら大きい 施設を選択 し，各

棟
・
各施 設 の 分類 を以下の よ うに 行 っ た。

管理 棟 ：庶務課，会計課，学生 課，教員 室，会 議 室，

　　　　更 衣 室，ゼ ミ室，校長室，男女 トイ レ

高学年棟 ：階段 教室，ゼ ミ室．実験室，教員室，

　　　　LL教室，各学科高学年 教室 ，水 飲み 場 ，

　　　　男女 トイ レ

低学年棟 ：各学科低学年教室
， 女子 更衣室．

　　　　教員室 ，実験室，理 科準備室，男女 トイ レ

機械 工 学科棟 二 実験室，実習室，製 図室，計測室 ，

　　　　教 員室 ，会 議室 ，男 女 トイ レ

電気 工 学科棟 ： 実験室，卒研室，情報応用 演習室，

　　　　教員室，技 術職員室．会 議 室 ， 男 女 トイ レ

物質工 学科棟 ：実験室，卒研 室．測定室，会議室，

　　　　専攻科室 ，教員室，技 術職員室

建設環境工 学棟 ： 実験室，情報処理室，ゼ ミ室．

　　　　工 作室 ，測 定 室，計画 系 演 習 室，教 員室，

　　　　会議 室，技術職員室，応接 室，機材室，
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　　　　リモ ートセ ン シ ン グル ーム．男女 トイ レ

コ ミュ ニ ケーシ ョ ン情報 学 科 擦 ： 各 学年教室 ，

　　　　 図書資料室，コ ミュ ニ ケーシ ョ ン 演習室，

　　　　 情報 処 理 演 習室 ，
マ ル チ メ デ ィ ア 演習室，

　　　　 教員室 ，機器室，サーバ 室，電 気 室，

　　　　 水飲み場，男女 トイ レ

情報処理 教育セ ン ター
：情報 基礎演 習室，cab 室

　　　　 管理室，サーバ 室，研究室，授業準備室 ，

　　　　 技術職員 室，機械室，男女 トイ レ

環 境科 学 教 育 研 究 セ ン ター
：地 域 交 流 セ ン ター，

　　　　 実験室，無響室，分析室，顕微鏡室．

　　　　 機 器 室，機 械 室，教 員室，技術 職 員室，

　　　　 男女 トイ レ

実習工場 ：工場，実験室，機材室，技術職員室

図書館 ：閲覧室 ， 事 務室 ，書 庫 ，荷解室 ，
ゼ ミ室．

　　　　 学生 ホー
ル ，視聴覚室，絵画鑑賞室，

　　　　 委 員会 室 ， 和室 ， 印刷 室 ，学生 会室 ，

　　　　 音楽室，倉庫，機械 室，録音室，映 写 室，

　　　　 男女 トイ レ

磐陽会館 ：食堂， 売 店 ， 和 室 ， ミーテ ィ ン グル ーム
，

　　　　 保健室，学生相談室，男女 トイ レ

第一体育館 ：体育館 ， ト レ
ー

ニ ン グル
ー

ム
， 部室 ，

　　　　 器 具庫，ロ ッ カ
ー，洗面 所，教員室，

　　　　 男 女 トイ レ

第二 体育館 ： 体育館，器具庫，シ ャ ワ
ー室，

　　　　 男女 トイ レ

第二 体育館周辺 ： 剣道場，柔道場，卓球場，

　　　　 プール ，更 衣 室，シ ャ ワー室，熱実験室，

　　　　 音 楽 練習場

5−2．学内施設図か ら学生 に 関 わ る 施設，教 員 に 関わ

る施設 等の 分類 （7．2参照）。

．学生 が授業 で使 用 す る施 設

・授 業以外 で 使 用す る施設

・保 健 室 ・学 生相 談 室

・ク ラ ブ 部活 動用部室

・教 員研 究 室

・教員 ・技術職員が使用する 施 設

・技術職員屋

・
事務職員室 （庶務課，会計課，学生 課）

・倉庫，機器 室

5−3．校 内施 設に 必 要な ピク トグ ラ ム を設定す る 。

・学生 が 授業で 使用す る部屋 ： LL教室，音楽室，

　 情報処 理 室，視聴覚教室，階段教室 ， 実 習工 場 ，

　 体 育館，更 衣室，卓球場，プー
ル

・授業以外 で 使 用 す る施設 ： 図 書 館 ，学生 ホ ール ，

　 絵画鑑賞室，食堂，売店，駐輪場，水飲み 場，

　男女 トイ レ ，トレ ー
ニ ン グル ーム

・保健室，学 生 相 談 室

・教員研究室，校長室，和室，駐車場

・そ の 他 ：分 別 ゴ ミ（可燃 ゴ ミ， 不燃 ゴ ミ ， ビ ン．

　缶 ・ペ ッ トボ トル ）

6．ピク トグラム の 制作工 程

　以下 に制作工 程を実習工 場を例に して 紹 介する。

D5 −3で設 定 した 校内施設 をそ の 使 用 目的 に合 わ

　せ た ス ケ ッ チ を行 う。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ’

，

fig．1

塗
習

場

2）ス ケ ッ チ を基 に して，簡 略化 を行 う。

3） 簡略 化 した ス ケ ッ チ か ら，さらに 細 部 を簡 略 化

　 を行 い 、シ ン ボ ライ ズ 化 して い く。

4） ピ ク トグ ラ ム の か た ち を整 え る。

fig．2

5） 正 方形 の 抽象図 形 を加 え ピ ク トグラム の 完 成。

fig．3

7．校内施設の ピク トグラム

　制作 に当た っ て は，福島高専 の独 自性 を表現す る

た め に，手描 き の 味わ い を強調 した 具象図 形 に ， 正

方形 の 抽象図形を加 えた 方法を採用 し た．ま た，第
一

体育館 ， 第二 体育館 の 差 別 化 に数字，駐車場 ，駐輪

場 にP （Parking）．ゴ ミ分類表示 に Pet，燃 の 文字図

形 を加 えた 。なお，エ レ ベ ー
タ
ー

に は方 向 が 分 か る

よ うに矢 印 を加 えた （6）。
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fig．5 情報処理 教 育セ ン ター

　60

fig．6　 LL教室

fig．糾　図魯館 ・
閲 覧

fig．7 音楽室

fig．8 羮術鑑賞室

●　 ■

fig．9　階段教室

fig．i2　保健室

fig．13　学生相談室
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fig．i4　学生ホー
ル

・魚

fig．15 第一体育館
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fig．10　視聴覚室 fig．17　プール
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fig．18　武道場

「

〜
価

縛

fig．25 和室

fig．19 卓球場 fig．26 駐輪場

？
’「°

fig．20 食堂

fig．21 亮店

fig．22 水飲み 場

W
・

G

fig．23　男女 トイ レ

fig．24 教員室

fig，　2フ　　　駐車場

fig，28　エ レベ ーター

fig．29　不 燃 ゴ ミ

fig．30　可 燃 ゴ ミ

　以 上 の ピ ク トグ ラ ム の デ ザ イ ン で 工 夫 した 点 は，
・福島高専内で利 用す る こ と を考え，視覚的に分か り

　や すい よ うに，人 物 を入れ る よ う配 慮 した 。

・親 しみやすい ピ ク トグラ ム にするために，具象型を

　簡素化 し，人物 に表情を持 たせ る よ う配 慮 した 。

・ゴ ミ分別 用 の ピ ク トグ ラ ム は ゴ ミ を捨 て る 際 に，

　識別 しやすい よ うに代 表的な分別物 を簡素化 させ，

　 文 字 を加 え て 表示 した   。
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8．パ ン フ レ ッ ト制作 9．　 おわ りに

1）　校内施設図の 作成。

　　福島高専施設図を基 に全 て （磐陽寮は 除く）新たに

　　電子デ
ータに し て，使用で き る よ う描 き 起 こ し た。

　　そ の 際，北 が上 にな る よ う配慮 した。

　　（使用 ソ フ ト＝IIIustrator　 10．0）

2）　学生が使 用す る施 設，教 員が 使 用 す る施 設，技術職

　　員が使用する施 設 事務職員が使 用す る施設 と大 き

　　く分け，その 他 の 施設も含 めて 色彩を 利用 して ，区

　　別 を行 っ た （括弧内は色彩の 三 原色の 混色 比 率）。

驪靉 轆 が授業で黼 す ・綴 （・… ％・C・5・）

鬮 國麒 以外 で鯆 す ・櫞 鵬 聯 ・）

驪 翻保醗 学蜘 継 蠍 鵬

匚 コク ラ プ活動 用 鰹 （YI・・％）

鬮 鞭 室 くY2・％・c7・・）

癰翻 楓 技纖 員が 覦 す る 鯑 娜 ・％醐

麗 技術職員室 （祖… 蜘

戀 　 難 事務職員 が使用 す る施設 （Y60％＋M20％〉

翻 簸 機ess・（… ％）

3） そ れぞ れ の 施設 に 配 置 す る ピ ク トグ ラ ム の 地色 は

　　2）に準 じて配色 した。

4）　パ ン フ レ ッ トの タイ トル は 「GUIDE ！？POST」 （和

　　訳＝道 しる べ ） と し、で きる だ け説明 文 を省 き，単

　　行本な どの 表紙に使 われ る帯の イ メージ を デザイ

　　 ン し，そ の 部分 に 文 字 を レイ ア ウ ト して ，パ ン フ レ

　　 ッ トの 目的が理 解で き る よ う工 夫 した 。

　今回 の ピ ク トグラ ム を福 島 高 専に取 り入 れ て，特

に在校生，中学生，保護者，高専を初 めて 訪れ る関係

者の 人 々 に，広 い 校 内の 福 島高 専 施 設 をわ か りやす

く案内 で き，「ガ イ ド」 の 役割を持つ パ ン フ レ ッ ト

を制作 し た い とい う草野 の 強 い 願 い が果 た され た。

　校内施設 の 平面函を，描き起 こ す作業も含めた制

作工 程を経て．ピ ク トグラ ム を 1年 が か りで．根 気 強

くコ ツ コ ツ と 地道 に 仕 上 げた 労作 で あ る。特 に，ピ

ク トグラ ム は，草野 で なければ描けなか っ た絵画表

現 も多々 あ り，そ れ が福 島高 専 の 特 色 とな り，印象

強い ピ ク トグラム を取り入れた，誰もがわか りやす

い パ ン フ レ ッ トに仕 上 が っ た と考 え る。こ の パ ン

フ レ ヅ トは，す で に庶務課 の 尽 力 を得て ，福島高専

内で 配布利用 され て い る。こ の よ うに，多くの 関係

者に 利用 で きる よ う，配 慮 して い た だ い た 事 に 感 謝

の 意を表 し た い 。

　今後 の 提 案事 項 と して は、ピク トグ ラ ム の 完成

度 を高め，校内施設 に設置 して，学生を始 め多 くの

関係者に ，活用 して い ただきた い と願 っ て い る。
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レ ッ トを参照 してい た だ きた い 。
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